
巻  頭  言

このたびの東北地方太平洋沖地震と，これに伴った福島第一原
のの のの

，の のののののど 一 Å ち賑発電所事故の早期収束を目指した活動をはじめとして，被災地の

みならず我が国経済の可及的速やかな復旧と復興に全力で取り組ん

で参るとともに， 設備被害を受けた当社グループ工場の完全復旧に努

め，社会への供給責任を全うして参ります．

今回の災害 ま 害栗れまで以上の高

い信頼性が必要であることがあらためて明らかになりました．

IHI ∵ローバルなら，これらの諸

問題への対応について少し考えてみたいと思います．

社会・産業インフラの高信頼性を確保するためには，装置が損傷したり，性能が劣化したりする前に適切な

メンテナンスを施すことが重

と

ナ

スを確要要す確

重と

てた薬ナゔ要

僚 て

結果に基づいて保守を行う予防保榛援システムと，潤滑系へ

の鉄分混入を

素早く検知するセンサを取り上げています．また，つい最近情報セキュリティの確保された通信

回線を活用し，IHI グループの全製品・システムに共通で品 通謜塑謜ョ・苗 潤
データから多変量解析やパタン認識技術を駆使したデータマイニング

によって，プラントや機械装置の異常予兆の検出や余寿命推定を行うシステムの開発も佳境に入っております

ので，近々ご紹介する予定でおります．

情報通信・制御技術小特集号の発刊にあたって
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ところで，システムに高い信頼性を持たせるためには，当然ながら制御システムにへら倻が をる ムがら制御 をを ス る 御 が
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